






:緒言: 

食物が軟化すると咀嚼の機能量が減少し,顎骨の発育不全が生じるが,このことについては

すでに,当教室のこれまでの動物実験で確認してきた。 

顎骨の発育不全は,不正咬合のみならず歯の萌出の遅延などを通じて齲蝕や歯周疾患の罹

患にも関わり、さらに顎関節症などの機能障害にも関与していることが指摘されている。

さらに最近では.食物が咬めない,あるいはのみこめないという幼児の例が報告され、口の

機能の発達について,離乳期あるいは授乳期にさかのぼって検討する必要がある。 

母乳の吸啜は咬筋.口輪筋.顎二腹筋,顎舌骨筋,胸骨舌骨筋などの活動によって行われ.そ

の力は一般に母乳栄養児では大きく,人工栄養児では小さいと言われている。このことから,

授乳形態の違いによる口の機能量の差が,顎発育に影響を及ぼしている可能性が考えられ

る。そこで,授乳形態と顎発育との関係を検討するため,マウスの人工哺乳を試みた。 


